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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫
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�広報まつまえ 平成１７年１０月号

　

前
号
で
は
光 �
    

が
大
館
（
徳
山

み
つ
ひ
ろ

館
）
に
本
拠
を
移
し
た
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。
大
館
と
は
ど
ん
な

城
で
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
地

は
杉
と 
笹
藪 
に 
覆 
わ
れ
、
旧
地
形

さ
さ
や
ぶ 

お
お

を
知
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、

台
地
先
端
部
に
あ
る
平
坦
地
の
小

館
と
主
体
部
の
大
館
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
大
館
の
ほ
ぼ
中

央
に
直
線
の
道
が
あ
り
、
こ
の
左

右
に
は
人
工
的
に
造
成
さ
れ
た
平

坦
面
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
道
は

幅　

ｍ
は
あ
り
そ
う
な 
空
堀 
（
水

か
ら
ぼ
り

１０
の
な
い
堀
）
に
突
き
あ
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
空
堀
の
外
側
に
は
建
物
で

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
平
坦
面

が
い
く
つ
か
造
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
大
館
に
入
る
に
は
、
徳
山
大

神
宮
脇
と
小
館
の
沢
か
ら
と
、
小

館
の
先
端
部
か
ら
の
道
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

大
館
は
昭
和
五
二
年
に
国
指
定

史
跡
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
発

掘
調
査
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
館
の
構
造
や
人
々

の
生
活
の
様
子
は
不
明
の
ま
ま
で

す
。
し
か
し
、
断
片
的
で
す
が
記

録
に
よ
れ
ば
、
永
正
一
三
（
一
五

一
六
）
年
に
は
、
大
館
に
八
幡
社

を
建
て
、
同
一
五
年
に
は
大
沢
に

あ
っ
た 
寿
養  
寺 
（
明
治
四
三
年
天

じ
ゅ
よ
う 
じ

塩
町
へ
）
を
移
し
た
と
い
い
ま
す
。

享
禄
元
（
一
五
二
八
）
年
と
四
年

に
ア
イ
ヌ
に
攻
め
ら
れ
た
時
の
記

述
に
は
、「
西
柵
」、「
西
澤
の
小
橋
」、

「
小
館
の
北
門
」
な
ど
の
施
設
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
元
和
五
（
一

六
一
九
）
年
に
は
「
大
館
之
街
、

同
寺
町
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
大

館
は
町
屋
や
寺
院
が
あ
っ
た
と
想

像
さ
れ
ま
す
。

　

大
館
の
状
況
を
知
る
う
え
で
、

時
代
も
立
地
も
似
か
よ
っ
た
勝
山

館
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

勝
山
館
は
光�
が
大
館
に
移
っ
た

の
ち
、
二
男
の
� �
    

に
守
ら
せ
、

た
か
ひ
ろ

慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年
に 
桧
山 

ひ
の
き
や
ま

番
所
が
上
ノ
国
に
置
か
れ
る
ま
で
、

日
本
海
側
の
押
さ
え
と
し
て
存
続

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
昭
和
五
四

年
以
来
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、

遺
構
の
一
部
な
ど
も
復
元
整
備
さ

れ
、
今
春
に
は 
夷  
王
山 
の
麓
に
ガ

い 
お
う
ざ
ん

イ
ダ
ン
ス
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、

館
の
概
要
が
分
か
り
や
す
く
展
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
見
学
を
ぜ

ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

　

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、

勝
山
館
は
空
堀
や
柵
、 
土  
塁 
、
門

ど 
る
い

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
自
然
地
形
を

巧
み
に
利
用
し
て
厳
重
な
守
り
を

固
め
た 
山
城 
で
す
。
最
奥
部
に 
館 

や
ま
じ
ろ 

た
て

 
神 
八
幡
宮
が 
祀 
ら
れ
、
空
堀
の
外

が
み 

ま
つ

に
は
夷
王
山
が
そ
び
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
斜
面
一
帯
か
ら
六
地
区
、

六
五
〇
基
余
の
墳
墓
群
が
発
見
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
館
の
主
体
部
に

は
大
き
く
三
段
の
平
坦
面
が
作
ら

れ
、
こ
こ
か
ら
「
客
殿
」

      

と
呼
ば

き
ゃ
く
で
ん

れ
る
格
式
の
高
い
建
物
跡
や
堀
立

て
柱
の
建
物
跡
、
た
て
穴
式
の
小

さ
な
建
物
跡
や
井
戸
跡
、
柵
跡
、

工
房
跡
な
ど
多
数
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
武
器
・
武
具
、
茶
器
・

茶
道
具
、
文
具
・
遊
興
具
、
信
仰
・

儀
礼
具
、
調
理
具
、
服
飾
、
化
粧

具
、
建
築
・
加
工
具
、
鍛
冶
関
連

具
、
狩
猟
・
漁
撈
具
、
魚
骨
や
動

物
骨
・
人
骨
、
多
種
多
様
で
大
量

の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
州
同
時
代
の
そ
れ
と
比
べ
て
遜

色
な
く
、
豊
か
な
生
活
ぶ
り
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
ら
か
に

ア
イ
ヌ
が
製
作
し
、
使
用
し
た
遺

物
が
た
く
さ
ん
出
土
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
も
、
墳
墓
群
か
ら
ア
イ

ヌ
の
墓
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ア

イ
ヌ
の
墓
は
和
人
の
墓
と
は
葬
法

が
異
な
り
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
た

人
、
つ
ま
り
ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
を

葬
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

事
実
を
ど
う
解
釈
す
る
と
よ
い
の

で
し
ょ
う
。
従
来
、
ア
イ
ヌ
と
和

人
は
対
立
し
た
関
係
で
理
解
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
勝
山
館

の
発
掘
成
果
か
ら
は
、
館
の
中
で

両
者
が
混
住
し
て
い
た
の
が
当
時

の
姿
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
が
中
世
の
館
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
時
、城（
館
）が
あ
っ
て
、そ

の
麓
や
周
辺
に
武
士
や
職
人
、
庶

民
の
住
む
空
間
が
あ
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
勝
山

館
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
も
加
え
て

「
ま
ち
が
そ
の
ま
ま
山
の
上
に
取

り
込
ま
れ
た
状
態
」
の
姿
だ
っ
た

の
で
す
。
お
そ
ら
く
、
大
館
も
同

じ
よ
う
な
あ
り
方
だ
っ
た
可
能
性

が
高
く
、
近
世
に
な
っ
て
、
新
し

く
福
山
館
（
城
）
を
築
い
た
の
は

こ
の
あ
た
り
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ

う
で
す
。
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勝山館復元模型
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衆議院小選挙区選出議員選挙選 挙 当 日 の
有権者数（人）投　　票　　所

投
票
区

投票率（％）投票者数（人）

計女男計女男計女男

５８.９６６５.５２５２.２６２３７１３３１０４４０２２０３１９９原 口 老 人 憩 の 家１

５３.６２６１.３９４５.５１７５６４４２３１４１,４１０７２０６９０パートナーシップランド２

６１.９３７１.７２５０.７０２８３１７５１０８４５７２４４２１３清部生活改善センター３

６６.３７７７.１１５６.２５２２７１２８９９３４２１６６１７６茂 草 町 内 会 館４

５５.６２６１.９０４８.８６２０３１１７８６３６５１８９１７６静 浦 町 内 会 館５

６４.３６７０.７５５７.０３１７７１０４７３２７５１４７１２８小島地区基幹集落センター６

６４.９１７０.５１５８.１４１８５１１０７５２８５１５６１２９札 前 児 童 館７

６２.５３７０.６２５３.２６２４７１４９９８３９５２１１１８４館浜生活改善センター８

７７.７１７８.１４７７.３４４０８１９３２１５５２５２４７２７８建石コミュニティセンター９

６５.９４７４.５７５６.００２１３１２９８４３２３１７３１５０漁 民 セ ン タ ー１０

６８.７８７２.２８６５.０７６５０３５２２９８９４５４８７４５８大 磯 町 内 会 館１１

７６.４７８０.００７２.３９２２１１２４９７２８９１５５１３４ふれあい交流センター１２

７４.６２７４.６７７４.５６４３８２２７２１１５８７３０４２８３松 前 町 役 場１３

７１.５３７３.６０６９.２３６０８３２９２７９８５０４４７４０３さ く ら 保 育 園１４

７１.３７７２.３１７０.１９１６７９４７３２３４１３０１０４月 島 福 祉 の 家１５

６５.４０６６.５６６４.０２３７８２０９１６９５７８３１４２６４朝 日 寿 の 家１６

６８.３２７１.７６６３.９１２０７１２２８５３０３１７０１３３大 沢 老 人 憩 の 家１７

８０.６７８３.９５７６.８１１２１６８５３１５０８１６９荒 谷 寿 の 家１８

６７.３８７１.４３６２.５７２５２１４５１０７３７４２０３１７１旧 白 神 町 内 会 館１９

６５.７７７０.５７６０.５３５,９７８３,３５０２,６２８９,０８９４,７４７４,３４２合　　　　計
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得票数
候 補 者 氏 名
（党　　派）

届出
番号

６０８票新 党 大 地１

１,９３５票民 主 党２

１,７６１票自 由 民 主 党３

１５１票社 会 民 主 党４

１,０６９票公 明 党５

２１３票日 本 共 産 党６

５,７３７票有　　効　　投　　票　Ａ

２４２票無　　効　　投　　票　Ｂ

１票不受理・持ち帰り　Ｃ

５,９８０票投票者数（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）Ｄ
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得票数
候 補 者 氏 名
（党　　派）

届出
番号

２,６５０票佐　 藤　 け ん じ
（ 自 由 民 主 党 ）１

３１７票前　 川　 一　 夫
（ 日 本 共 産 党 ）２

２,８２５票金　 田　 誠　 一
（ 民　 主　 党 ）３

５,７９２票有　　効　　投　　票　Ａ

１８６票無　　効　　投　　票　Ｂ

０票不受理・持ち帰り　Ｃ

５,９７８票投票者数（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）Ｄ
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９
月　

日
、
松
前
消
防
署
で
救

１０

命
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
救
急
医
療
週
間
に
あ

わ
せ
、
事
故
な
ど
の
緊
急
時
の
処

置
の
仕
方
を
取
得
し
て
も
ら
お
う

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、　

名
の
受
講
者
が
消

１４

防
署
の
救
急
救
命
士
の
指
導
の
も

と
、
練
習
用
の
人
形
を
使
っ
た
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
を
行

っ
た
り
、
三
角
巾
を
使
っ
た
止
血

法
を
参
加
者
同
士
で
練
習
す
る
な

ど
、
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
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８
月　

日
、
小
鴨
津
川
河
口
沖

３１

と
及
部
川
河
口
沖
で
ヒ
ラ
メ
の
稚

魚
あ
わ
せ
て
約
６
万
尾
が
放
流
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
松
前
さ
く
ら
漁

業
協
同
組
合
が
ヒ
ラ
メ
資
源
の
増

大
を
目
指
し
、
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
、

北
海
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
瀬
棚

事
業
所
で
５
月
に
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
体
長
約
８
セ
ン
チ
前
後
の
も

の
で
す
。

　

元
気
よ
く
飛
び
出
し
た
稚
魚
た

ち
は
２
年
後
に
は
、
漁
獲
サ
イ
ズ

の
約　

セ
ン
チ
に
成
長
し
ま
す
。

３５
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９
月
４
日
、沼
山
由
夫
さ
ん（
字

白
神
）
が
自
衛
隊
函
館
地
方
連
絡

部
長
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

沼
山
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
松

４６

前
町
自
衛
隊
父
兄
会
会
長
に
就
任

し
て
以
来　

年
間
、
地
域
に
お
け

３３

る
防
衛
思
想
を
啓
蒙
す
る
と
と
も

に
自
衛
官
募
集
の
重
要
性
を
周
知

さ
せ
る
な
ど
防
衛
基
盤
の
育
成
拡

充
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
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９
月
２
日
、
さ
っ
ぽ
ろ
大
島
会

（
会
長　

納
谷
昭
虎
）
よ
り
南
殿

荘
へ
車
い
す
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
７
月
９
日
に
行
わ
れ

た
さ
っ
ぽ
ろ
大
島
会
総
会
の
中
で

ふ
る
さ
と
に
い
る
体
の
不
自
由
な

人
に
対
し
て
な
に
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
、
寄
付
を
募
り
車
い

す
を
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
、
施
設

内
の
移
動
や
病
院
へ
の
通
院
な
ど
、

入
居
者
の
足
と
し
て
大
切
に
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
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９
月
３
日
、
江
良
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
で
第　

回
大
島
地
区
マ
ラ
ソ
ン

２７

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
育
所
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で

　

名
が
参
加
し
、
選
手
達
は
、
ゴ
ー
ル
を
目

２１５指
し
、
一
生
懸
命
走
り
ぬ
い
て
い
ま
し
た
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
一
位
の
み
掲
載
。
敬
称

略
）

■
幼
児
男
子
の
部

　

優　

勝　

原
田　

悠
太
（
清
部
保
育
所
）

■
幼
児
女
子
の
部

　

優　

勝　

小
野
寺
明
穂
（
札
前
保
育
所
）

■
小
学
１
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

佐
藤　

圭
吾
（
大
島
小
）

■
小
学
１
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

渡
辺　
　

和
（
大
島
小
）

■
小
学
２
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

吉
田　

竣
哉
（
大
島
小
）

■
小
学
２
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

船
尾　

春
希
（
大
島
小
）

■
小
学
３
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

松
村　

魁
士
（
小
島
小
）

■
小
学
３
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

増
川　

千
尋
（
小
島
小
）

■
小
学
４
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

石
井　

郁
也
（
大
島
小
）

■
小
学
４
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

佐
々
木
朱
莉
（
原
口
小
）

■
小
学
５
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

松
谷　
　

涼
（
館
浜
小
）

■
小
学
５
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

石
井　

那
楠
（
大
島
小
）

■
小
学
６
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

増
川　

航
太
（
小
島
小
）

■
小
学
６
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

中
江　

花
奈
（
大
島
小
）

■
中
学
１
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

立
花　

陽
介
（
大
島
中
）

■
中
学
１
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

油
野　

真
子
（
大
島
中
）

■
中
学
２
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

福
井　

陵
太
（
大
島
中
）

■
中
学
２
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

佐
藤　
　

楓
（
大
島
中
）

■
中
学
３
年
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

堺　
　

正
敏
（
大
島
中
）

■
中
学
３
年
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

福
井　

涼
花
（
大
島
中
）
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９
月
８
〜
９
日
、
町
内
各
企
業
に
お
い

て
、
松
前
高
校
２
年
生　

名
が
イ
ン
タ
ー

７９

ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
学
習
）
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
が
生
徒
達
に
体
験
学
習

を
通
し
て
、
働
く
こ
と
や
社
会
に
出
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
、
将
来
の
進

路
決
定
に
役
立
た
せ
よ
う
と
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

希
望
し
た
職
種
を
体
験
し
た
生
徒
達
は
、

受
入
先
と
な
っ
た
各
企
業
の
先
輩
方
に
、

い
つ
も
行
っ
て
い
る
仕
事
内
容
の
説
明
を

聞
い
た
り
、
実
際
働
い
て
み
た
り
す
る
な

ど
、
将
来
に
向
け
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

町町 立 松 前 病 院立 松 前 病 院

松松 前 消 防 署前 消 防 署
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８
月　

日
原
口
地
区
で
は
、
降

２１

り
始
め
か
ら
の
雨
量　

ミ
リ
、
１

１２５

時
間
に
最
大　

ミ
リ
と
い
う
豪
雨

６５

に
お
そ
わ
れ
ま
し
た
。

　

床
下
浸
水
が
４
棟
、
町
道
決
壊

が
１
ヵ
所
、
土
砂
崩
れ
が
４
ヵ
所

な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、

町
道
原
口
線
が
一
時
通
行
止
め
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月　

日
に
は
本
町
地

２９

区
で
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量　
８８

ミ
リ
、
１
時
間
に
最
大　

ミ
リ
と

６０

い
う
豪
雨
に
お
そ
わ
れ
、
主
に
福

山
、
月
島
、
愛
宕
地
区
に
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

　

被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
住
宅

の
一
部
損
壊
が
１
棟
、
床
上
浸
水

が
４
棟
、
床
下
浸
水
が　

棟
、
土

２９

砂
崩
れ
が
４
ヵ
所
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
大
雨
で
月
島
地
区

伝
治
沢
付
近
や
大
松
前
川
付
近
は
、

一
時
道
路
が
川
の
よ
う
に
な
っ
た

り
、
大
松
前
川
に
か
か
る
思
案
橋

が
損
壊
し
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
、

河
川
の
復
旧
工
事
を
こ
の
冬
に
は

�
�
�
�
�
�
�
�
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９
月　

日
、
松
前
警
察
署
で
自

１３

主
防
犯
組
織
「
オ
イ
ル
マ
ン
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
出
動
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
町
と
福
島
町
の

給
油
所　

業
者
で
構
成
さ
れ
る
函

１２

館
地
方
石
油
業
協
同
組
合
松
前
支

部
（
会
長　

伊
達
猛
）
が
犯
罪
を

未
然
に
防
止
し
よ
う
と
自
主
防
犯

組
織
を
立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
子
ど
も
が
何
か
あ

っ
た
と
き
に
駆
け
込
む
場
所
な
ど

と
し
て
、
防
犯
に
協
力
し
て
き
ま

し
た
が
、
燃
料
の
配
達
や
集
金
の

際
の
車
両
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ

て
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
呼
び
か
け
た
り
、
不
審
者
等
を

発
見
し
た
と
き
に
は
直
ち
に
警
察

に
通
報
す
る
な
ど
を
行
い
、
地
域

の
安
全
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
松
前
警
察
署
前
で
出

動
式
を
行
っ
た
あ
と
、
パ
ト
カ
ー

の
先
導
で
各
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

発
注
し
た
い
と
し
て
測
量
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
と
し

て
は
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
橋
の
工

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
お
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
の
で
備
え
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福福 山 地 区山 地 区 思 案 橋思　案　橋

提供：境井雄一さん

町道原口保育所通り線町道原口保育所通り線

月月 島 地 区島 地 区
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６
月
・
７
月
に
さ
わ
や
か
検
診

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
受
診
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
検
診
結
果
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
、
肥
満
・
高
血
圧
・
高
脂

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

血
症
・
高
血
糖
は
、
脳
卒
中
や
心

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

臓
病
な
ど
命
に
関
わ
る
重
大
な
病

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

気
を
引
き
起
こ
す
危
険
因
子
と
し

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
「
死
の
四
重
奏
」
と
呼
ば
れ
、

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

特
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
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こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
、
日

頃
の
食
生
活
、
運
動
習
慣
、
飲
酒
、

喫
煙
な
ど
の
様
々
な
生
活
習
慣
と

密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
正

し
い
知
識
や
新
し
い
情
報
を
知
っ

て
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
検

診
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
も
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
た
り
、「
何
も
症
状

が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た

安
易
な
自
己
判
断
や
「
こ
れ
さ
え

飲
ん
で
い
れ
ば
安
心
」
と
い
う
よ

う
な 
偏 
っ
た
健
康
法
に
よ
っ
て
、

か
た
よ

気
づ
い
た
と
き
に
は
重
症
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
あ
る
日
突
然

発
症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
静
か

に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
今
一
度
、

ご
自
分
の
検
診
結
果
や
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

改
善
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
の

「
健
康
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
調
理
実

習
や
運
動
、
講
義
を
通
し
て
、
生

活
の
振
り
返
り
を
行
い
、
問
題
点

や
解
決
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
、
こ
の
健
康
づ
く
り

教
室
を　

月
よ
り
実
施
い
た
し
ま

１１

す
。
詳
し
い
時
期
や
内
容
は
、
後

日
防
災
無
線
等
に
て
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
ん
な
教
室
が
あ
っ
た

ら
・
・
・
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
役
場
健
康
づ
く
り
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
（
１
月
〜　

月
）
に
、

１６

１２

松
前
町
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は

　

人
で
し
た
。（
転
入
者
除
く
）

６０
　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
や
家
族
の

方
は
「
他
の
子
は
こ
ん
な
と
き
ど

う
し
て
い
る
の
か
な
」「
お
友
達
が

ほ
し
い
な
」「
も
っ
と
い
ろ
ん
な
遊

び
を
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
な

ど
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
と
も
に

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
心
配
事
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

す
く
す
く
教
室
・
に
こ
に
こ
教

室
で
は
、
育
児
に
関
す
る
情
報
を

交
換
し
あ
っ
た
り
、
日
頃
の
悩
み

や
心
配
事
を
相
談
し
あ
っ
た
り
、

懐
か
し
い
手
遊
び
や
絵
本
、
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

教
室
の
開
催
日
は
、町
広
報（
ま

ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）、保
健
だ
よ
り

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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１歳～２歳の
こどもと保護者

３ヶ月～１歳の
こどもと保護者�����

１３：１５～９：３０～� � � �

１３：３０～１５：００１０：００～１１：３０� � � �

健康センター　２階�����

役場健康福祉課健康づくり係　保健師�������

������������

������������

１１月：栄養バランス（調理）
１２月：高血圧
１月：簡単体操
２月：高脂血症について

（調理）
３月：糖尿病

（延べ３５名参加） ���������	���������	��������	��������	

��������
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江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し
童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）

��������	
�
原 口 １４：００　　東朝日 １５：３０
江 良 １５：００　　上　川 １６：００
清 部 １６：００　　大　沢 １５：００
茂 草 １４：００　　荒　谷 １４：３０
静 浦 １４：３０　　白　神 １４：００
赤 神 １５：００　　　　　　　  
札 前 １５：３０　　　　　　　  
館 浜 １６：００　　　　　　　  

江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し

定期健康相談
（原口・いさりび・建石・大沢）
耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１５：００ 町立）
移動図書館（松城小）
�源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
移動図書館
（小島小・茂草・静浦・赤神・札前・館浜）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

眼科診療（８：３０～１４：３０ 町立）
移動図書館（大島小・原口・江良・清部）
燃える粗大ごみ（白神～建石）

江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し
童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）

資源ごみ ビンほか
（清部・江良・原口）

定期健康相談（茂草・�健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）

１歳６カ月児健診（１２：４５～１３：００ �総 ）
３歳児健診（１３：１５～１３：３０ �総 ）
古文書講座（１９：００～２１：００ �総 ）
眼科診療（８：３０～１４：３０ 町立）
循環器内科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃える粗大ごみ（館浜～原口）

※平日の診療科目の
　　　　　　　ほか
整形外科診療（北大）
（８：３０～１１：００ 町立）
耳鼻咽喉科診療　　
（８：３０～１１：００ 町立）
江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し

移動図書館（松前小）
耳鼻咽喉科診療
（１３：３０～１５：００ 町立）
�源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
育児教室【にこにこ教室】（１３：３０～１５：００ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
移動図書館
（館浜小・茂草・静浦・赤神・札前・館浜）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
健康相談（温泉）
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）
移動図書館（原口小・原口・江良・清部）
眼科診療（８：３０～１４：３０ 町立）
※各種予防接種は、お休みします。（町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（白神～建石）

江良ささのこ文庫
　　　図書貸し出し

資源ごみ ビンほか
（清部・江良・原口）

定期健康相談（�健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）

年金相談（９：００～１４：３０ 役場）
眼科診療（８：３０～１４：３０ 町立）
循環器内科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（館浜～原口）

���������	

貸出時間 
　　 １３：００～１５：００
場所　江良�町体 

※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）

眼科診療（８：３０～１４：３０ 町立）
燃える粗大ごみ（白神～建石）
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�
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町立：町立松前病院
�町体 ：町民体育館
�総 ：町民総合センター
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター
�憩 ：老人憩の家　�会館 ：町内会館
�健 ：健康センター
�福 ：月島福祉の家

�寿 ：寿の家
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
�ふ ：ふれあい公園パークゴルフ場
�社協 ：社会福祉協議会 �

�
�
�
�
�
�
�
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�����（１３：００～１５：００ 大沢支所）

��������	
����
 （松城小グラウンド

９：５０～）

� 広報まつまえ 平成１７年１０月号

��� �����	
�������������	
�
���

��������	�

カンほか
カン、紙パック、ダンボール、古紙、その他の紙

ビンほか
ビン、ペットボトル、その他のプラスチック

��������	
��
�
�健 ：健康センター　　　　１０：００～１４：００　　荒谷：荒谷寿の家　　１０：００～１１：００
原口：原口老人憩の家　　１３：００～１４：００　　温泉：温泉休養センター　１３：００～１４：００
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』　１０：００～１１：３０
清部：清部生改センター　１２：３０～１４：００
茂草：茂草町内会館　　　１２：３０～１４：３０
館浜：館浜生改センター　９：３０～１１：００
建石：建石コミュニティセンター　１０：００～１１：３０
大沢：大沢老人憩の家　　１３：００～１４：００

定期健康相談（清部・館浜・荒谷）
移動図書館
（白神小・白神・荒谷・大沢・東朝日・上川）
資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：川菱商会

股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ 町立）スタンド営業：太平洋石油

移動図書館
（白神・荒谷・大沢・東朝日・上川）
資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：前側石油

母親学級（１３：３０～１５：００ �健 ）スタンド営業：川菱商会

定期健康相談（清部・館浜・荒谷）スタンド営業：太平洋石油
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�����（１３：００～１５：００ 小島支所）�����（１３：００～１５：００ 大島支所）
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��広報まつまえ 平成１７年１０月号
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８
月　

日
２６

町
民
体
育
館

で
、
い
き
い

き
教
室
参
加

者
の
交
流
と

健
康
づ
く
り

を
目
的
に
、

健
康
づ
く
り

球
技
大
会
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
６
チ
ー
ム　

名
が
参

３０

加
し
、
２
コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
カ

ッ
ト
ボ
ー
ル
に

は
、　

チ
ー
ム

１６

　

名
が
参
加
し
、

９６町
内
対
抗
の
総

当
り
方
式
で
、

２
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

　　

９
月
１
日
、
松
城
小
学
校
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
シ
ア
タ
ー
「
笑
う
猫
」
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
『
ス
ク
ラ
ッ
プ
』

が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
校
７
校
の
児
童
約

　

名
が
午
前
と
午
後
の
２
回
に
分
か
れ
て
鑑

５００賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
に
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
与

え
、
芸
術
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
松
前
か
ら
木
古
内
ま
で
の
四
町
が
共
同

で
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

児
童
は
、
生
の
劇
団
公
演
に
と
て
も
感
動

し
た
様
子
で
、
大
き
な
拍
手
が
体
育
館
に
響

い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
演
終
了
後
に
は
出
演
者
の
直
接

指
導
で
、
簡
単
な
リ
ズ
ム
を
覚
え
て
、
モ
ノ

や
身
体
を
使
っ
て
、
色
々
な
表
現
の
楽
し
さ

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。�

���������������������
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���������������������
���������������������																					
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９
月
４
日
、
町
民
野
球
場
で
第　

回
渡
島

２６

西
部
四
町
交
流
少
年
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
か
ら
木
古
内
ま
で
の
四
町

の
教
育
委
員
会
と
体
育
協
会
が
共
同
で
主
催

し
、
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
各
町

の
代
表
の
野
球
少
年
団
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
松
前
町
（
松
城
ユ

ニ
オ
ン
）
が
２
年
連
続
で
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

�
�
�
�

　

優　

勝　

松
前
町

　
　
　
　
　
（
松
城
ユ
ニ
オ
ン
）

　

準
優
勝　

木
古
内
町

　
　
　
　
　
（
木
古
内
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ー
ク
ス
）

　

三　

位　

知
内
町

　
　
　
　
　
（
知
内
元
町
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
） 

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�

　

町
立
図
書
館
で
は
、
次
の
と
お
り
特
別
夜

間
開
館
を
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

�
�
�
�

　
　

月
・　

月
の
毎
週
水
曜
日

１０

１１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
８
時

　
　
　
　
（
但
し
、　

月　

日
は
除
き
ま
す
。）

１１

２３

　

※
中
学
生
以
下
は
、
大
人
の
方
と
一
緒
に

来
館
く
だ
さ
い
。
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今
年
度
は
、
次
の
日
程
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
本
紙
の
折
込
チ
ラ
シ

に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

絵
画
・
書
道
・
盆
栽
・
俳
句
・

手
芸
な
ど

各
種
バ
ザ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー
な
ど

歌
謡
・
舞
踊
・
太
鼓
・
郷
土
芸

能
な
ど

※
今
年
か
ら
参
加
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
��
�
�
平
成　

年　

月
５
日
（
土
）

１７

１１

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
６
日
（
日
）

１１

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

�
�
�
�
�
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
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教
育
振
興
課　
�
　

－

３
０
６
０

４２��������������
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高
齢
者
が
被
害
に
あ
う
交
通
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
あ
た
り
が
薄
暗

く
な
っ
た
ら
、
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
、
み
ん
な
で
未
然

に
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
行
わ

２１

３０

れ
た
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、　
２２

日
に
江
良
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会

と
江
差
信
金
職
員
に
よ
る
合
同
街

頭
啓
発
が
行
わ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

　

日
に
は
唐
津
国
道
沿
で
町
議
会

２３議
員
会
及
び
役
場
管
理
職
に
よ
る

街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������������

前々年の課税売上高が１,０００万円を超える
と消費税の課税事業者になります。

���������	
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�
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　一般課税により申告される方は、帳簿と請求書等の
保存がないと、仕入れや経費の支払の際の消費税分
を控除することができません。
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����������	��
��
���	�������������

�������

��������	
��
�����
���������������

��������	
��
��������������
�

��������	
��
�
	�������������������	
��

���������	
��
��

����������	
��

��������	
�

　平成１７年に新たに課税事業者と
なった方、平成１８年に課税事業者
である方は、平成１７年１２月３１日ま
でに提出する必要があります。



��広報まつまえ 平成１７年１０月号

������������������
　函館赤十字血液センターの移動採血車「ひまわり号」
が、次の日程のとおり献血を行いますので、ご協力をお
願いします。

時　　　間場　　　　　所月　日

９：００～１０：００江良　パートナーシップランド前
１０月１８日
（火）

１０：３０～１１：３０赤神　松前さくら漁業協同組合前

１３：００～１６：３０福山　松前町役場横　 　

９：００～１１：００建石　海上自衛隊前　 　
１０月１９日
（水）

１２：３０～１３：３０大磯　町立松前病院横　

１４：１０～１５：３０福山　松前町役場横　 　

������

�������

　・年　　齢　１６歳～６９歳
　　　　　　　（６５歳以上は献血経験のある方）
　・体　　重　男性４５㎏、女性４０㎏以上
　・最高血圧　９０mmHg以上
��������

　・輸血を受けたことのある方
　・妊娠中又は６ヶ月以内に妊娠したことのある方
　・授乳中の方
　※２００mlと４００ml献血がありますので、問診時に申し出
てください。

��������

　役場健康福祉課健康づくり係　�４２－２２７５

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
、　

歳
６５

以
上
の
方
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
料
金

を
次
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
。

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る　

歳
以
上
（
接
種
時
）

６５

の
方
は
、
千
円
の
自
己
負
担
金
で

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
及
び

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
自

己
負
担
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

（
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
ま
た

は
支
所
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、

予
防
接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
町
民
税
非
課
税
証
明
書
は
発
行

手
数
料　

円
が
必
要
で
す
。

３００

　

ま
た
、　

〜　

歳
の
方
で
、
心

６０

６４

臓
・
腎
臓
に
障
害
（
障
害
一
級
）

の
あ
る
方
は
、
障
害
者
手
帳
を
医

療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
千
円
の

自
己
負
担
金
で
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
医
療
機
関

　

○
町
立
松
前
病
院

　
　
（�
　

－

２
５
１
５
）

４２

　

○
町
立
小
島
診
療
所

　
　
（�
　

－

２
０
２
３
）

４４

　

○
松
前
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
（�
　

－
２
４
０
８
）

４２

③
申
し
込
み
方
法

　
　

月　

日
（
月
）
か
ら
予
防
接

１０

１７

種
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
各
医
療
機
関
に

予
防
接
種
の
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
電
話
で
の
申
し
込
み

も
可
能
で
す
。）

④
そ
の
他

　

予
防
接
種
料
金
の
助
成
は
、
一

人
一
回
で
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
が
町
外
の
医
療

６５
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
る
場
合
は
、
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（�
　

－

２
２
７

４２

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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最
近
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
、

第
三
者
に
よ
っ
て
住
民
票
を
移
さ

れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
全
国
的
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

松
前
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
虚

偽
の
届
出
を
防
止
す
る
た
め
、　
１０

月
か
ら
、
届
出
の
際
に
次
の
確
認

書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、
住

民
異
動
届
を
提
出
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
確
認
書
類
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
窓
口
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

転
入
届
・
転
出
届
・
転
居
届
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�

　

運
転
免
許
証
・
旅
券（
パ
ス
ポ
ー

ト
）・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
身

体
障
害
者
手
帳
・
健
康
保
険
証
･

介
護
保
険
証
･
年
金
証
書
な
ど
官

公
署
が
発
行
し
た
書
類
ま
た
は
、

社
員
証
・
学
生
証
・
預
金
通
帳
な

ど
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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広報まつまえ 平成１７年１０月号��

　

暖
房
機
器（
具
）

の
使
用
に
よ
り
火

災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
、

住
民
の
防
火
意
識

を
高
め
、
火
災
を

予
防
し
焼
死
事
故

や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
、「
秋
の
全

道
火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
高
齢
者
等
の
災
害
を
減
少
さ

せ
、
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
を

目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

 

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

住
宅
火
災
の
主
な
原
因
は
、
そ

こ
に
暮
ら
す
人
の
不
注
意
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
、
何
が
火
災
に
つ
な
が
る
の

か
、
ど
こ
が
危
険
な
の
か
、
ま
た

何
に
注
意
す
れ
ば
い
い
の
か
を
家

族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
自
分
の

役
割
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
火
災
が
起
き
て
も

あ
わ
て
ず
、
逃
げ
遅
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
避
難
の
仕
方
を
考
え

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
気
を

つ
け
れ
ば
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
住

宅
火
災
、
一
人
ひ
と
り
が
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
防
火
に
取
り
組
み

自
分
の
命
、
家
族
の
命
を
火
災
か

ら
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
��
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北
海
道
立
函
館
高
等
技
術
専
門

学
院
で
は
、
次
の
と
お
り
学
生
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

機
械
技
術
科　
　
　
　

名
２０

　

電
子
工
学
科　
　
　
　

名
２０

　

自
動
車
整
備
科　
　
　

名
２０

　

建
築
技
術
科　
　
　
　

名
２０

　

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科　
　

名
２０

�
�
�
�

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
方
（
平

成　

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を

１８
含
む
）、若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
方

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
１
日
（
火
）

１７

１１

　
　
　
　

〜　

月　

日
（
日
）

１１

２０

（
郵
送
は
最
終
日
の
消
印
有
効
）

�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
５
日
（
月
）

１７

１２

�
�
�
�
�

　

学
力
試
験
（
国
語
、
数
学
）、
面

接
試
験

�
�
�
�
�

　

入
学
検
定
料　
　
　

２
千　

円
２００

　

入
学
料　
　
　
　
　

５
千　

円
６５０

　

授
業
料（
年
額
）　

万
５
千　

円

１１

２００

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
立
函
館
高

等
技
術
専
門
学
院
（�
０
１
３
８

－

　

－

１
１
２
１
）
へ
お
問
い
合

４７
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

と
う
と
う
こ
の
日
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
の
な
か
で

も
そ
ろ
そ
ろ
か
な
ー
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
・
・
・
。
４
年

半
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
私
よ
り
ず
っ
と

年
上
の
患
者
様
が
、
様
々
な
悩
み
を
相
談
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

が
一
番
の
嬉
し
い
思
い
出
で
す
。
や
っ
と
自
分
も
信
用
さ
れ
た

か
な
ー
と
感
じ
ま
し
た
。

　

病
院
の
環
境
は
今
後
も
か
な
り
厳
し
い
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

町
長
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、
発
想
の
転
換
を
は
か
り
、
町
民
の

皆
様
が
利
用
し
や
す
い
病
院
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
ど
う
し

て
も
必
要
で
す
。
ど
う
ぞ
病
院
を
愛
し
、
信
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

月
か
ら
国
民
健
康
保
険
町
立
栗
沢
病
院
に
勤
務
し
ま
す
。

１０
近
く
に
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。
来
年
の
築

城　

年
祭
に
は
、
是
非
遊
び
に
来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

４００
れ
ま
で
さ
よ
う
な
ら
。
最
後
に
、
こ
ん
な
私
を
さ
さ
え
て
く
だ

さ
っ
た
町
民
の
皆
様
、
病
院
の
皆
様
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������

�����������



��広報まつまえ 平成１７年１０月号

����������������������������������������������������������������
� ������������

� ����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	
�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
	
�

�
�
�
��
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�


�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
��
�
	


��


�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
��
�
�

������������������������

��������	
��
������������

������������������	
��
����

���� ���� �����

���������������
� � � ����������
� � � ����������
� � � ����������
��������������
���������	
	���



広報まつまえ 平成１７年１０月号��

　

国
の
仕
事
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
、
道
・
町
の
仕
事
に
つ
い
て

○
苦
情
が
あ
る

○
こ
う
し
て
ほ
し
い

○
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い

○
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や

措
置
な
ど
に
納
得
が
い
か
な
い

○
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
ど
こ
に
相
談
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
い

　

こ
の
よ
う
な
行
政
苦
情
や
要
望

を
聞
い
て
解
決
を
図
る
た
め
、
行

政
相
談
委
員
の
松
浦
拓
雄
さ
ん

（
字
松
城
・�
　

－

２
６
８
０
）

４２

が
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
次
の
日
程
で
『
特
設

行
政
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�

　
　

月　

日
（
木
）

１０

２０

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

�
��
�
　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�

◯
年
金
、
医
療
保
険
、
老
人
保
険
、

福
祉

◯
交
通
安
全

◯
道
路

◯
登
記
事
務

◯
環
境
衛
生

◯
郵
便
・
貯
金
・
簡
易
保
険

◯
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働

◯
消
費
者
保
護

◯
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ����������������������������������������������

� ����������������������������������������������

　

松
前
調
停
協
会
（
会
長
・
小
谷

伍
郎
）
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料

調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
松
前
調
停
協
会
所

属
の
民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
あ

た
り
ま
す
。

　

相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

�
�
　
　

月　

日
（
金
）

１０

１４

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

�
�
　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　

小
会
議
室

　
　
　
　
　
（�
　

－

３
０
６
０
）

４２

�
�
　

松
前
町
・
福
島
町
の
町
民

�
�
�
�

　

土
地
・
建
物
、
金
銭
貸
借
、
交

通
事
故
、
夫
婦
・
親
子
間
の
問

題
等
に
つ
い
て
の
紛
争

��������	
��
������

�������

　北海道内で事業を営む使用者及びその
事業場で働くすべての労働者（臨時、パー
トタイマー、アルバイト等を含む）に適用
される北海道（地域別）最低賃金が次のと
おり改正されます。

��������������

����������
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����������	
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８
月　

日
、
町
出
身
者
経
営
企

１７

業
７
社
と
労
働
懇
談
会
を
開
催
し
、

雇
用
情
勢
や
出
稼
労
働
者
の
実
態

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
求
人
の
募
集
に
つ
い
て
協

力
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
毎
週
金

曜
日
発
行
の
「
求
人
情
報
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
が
必
要
と
す
る
人

材
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た

の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�
�
�
�
�
�
�
�
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９
月
７
日
、
松
前
商
工
会
に
お

い
て
開
催
し
た
「
就
職
相
談
会
及

び
企
業
面
接
会
」
で
、
２
名
の
方

が
採
用
に
な
り
ま
し
た
。
就
職
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
時
就

職
相
談
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

松
前
町
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
無
料
職
業
紹
介
所
）

【
設
置
場
所
】役
場
及
び
各
支
所

【
利
用
時
間
】午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
祝
日
・

年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
観
光
課

�
　

－

２
２
７
５

４２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　北海道では、現在自主的な市町村の合併を推進するための「北
海道市町村合併推進構想（仮称）」を策定中です。�������
���������	
��
���������������

�����などについて、道民の皆様にお知らせし、住民自治の
視点に立った構想づくりを進めていくために、次のとおり説明会
を開催します。

�����　　１０月２９日（土）１３：００～１５：００
�����　　渡島合同庁舎３階講堂
　　　　　　　（函館市美原４丁目６番１６号）
�����　　北海道企画振興部担当者から「北海道市町村合併

推進構想」について説明後、参加者との意見交換
を行います。

�����　　自由参加（開催日に会場入り口にて受付）

※詳しい内容については、渡島支庁地域政策課市町村係（�０１３８
－４７－９４２６）までお問い合わせください。



　

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
で
は
、

次
の
と
お
り
松
前
消
防
署
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

１
名
（
平
成　

年
６
月
１
日
採

１８

用
予
定
）

�
�
�
�
�

　

満　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

２０

２５

（
男
性
に
限
る
）
で
救
急
救
命
士

免
許
取
得
者
又
は
平
成　

年
５
月

１８

ま
で
に
免
許
取
得
見
込
の
者
（
年

齢
基
準
は
平
成　

年
６
月
１
日
現

１８

在
と
す
る
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
事
務

局
に
請
求
及
び
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
請
求
す
る
場
合
は
、　

円
切
手

１２０

を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４

版
以
上
）
に
請
求
者
住
所
氏
名
を

記
入
し
て
、
必
ず
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
提
出
す
る
場
合
は
、

郵
送
封
筒
の
表
に
「
渡
島
西
部
広

域
事
務
組
合
職
員
試
験
申
込
書
」

と
朱
書
き
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日
（
火
）

１７

１０

１１

　

〜　

日
（
金
）
午
後
３
時
ま
で

２８

�
�
�
�

　

〒
０
４
９－

１
３
３
１　

　

北
海
道
松
前
郡
福
島
町
字
三
岳

　

番
地
の
１

４５渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
事
務
局

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日
（
土
）

１７

１１

１２

○
詳
し
く
は
、
渡
島
西
部
広
域
事

務
組
合
事
務
局
（�
　

－

３
５
１

４７

１
）
又
は
消
防
本
部
（�
　

－

４

４７

０
１
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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◇
金
一
封

○
石
井　

直
美　

様
（
字
江
良
）

○
民
宿
は
ま
べ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

工
藤　

京
子　

様

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
��
�
�
�
�
�

■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
政
策
推
進
室
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
 �
 ０１３９

－４２
－２２７５

   ＦＡ
Ｘ
 ０１３９

－４６
－２０４８

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.e-m
atsum

ae.com

�����
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�������
��� 時　　間月　日場　　　所地区

１０：００～１３：００１０月２７日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

１０：００～１４：００１０月２７日�館浜生活改善センター館 浜

１０：００～１３：００１０月２６日�札 前 児 童 館札 前

１０：００～１３：００１０月２５日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

１０：００～１３：００１０月２５日�茂 草 町 内 会 館茂 草

１０：００～１３：００１０月２７日�清部生活改善センター清 部

１０：００～１４：００１０月２５日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

１０：００～１３：００１０月２６日�

１０：００～１３：００１０月２６日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

��������	
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������������������������������������������ ����������������������������������������� ����������������������������������������� ����������������������������������������� ��������������������������������������������� �� � � �
　移動町長室は、町長自らが広く町民の皆様方の声を伺うために開設
するものです。
　どうぞお気軽にお越しください。お待ち申し上げております。

�����

　◆　１０月３日（月）　　大島支所　　午後１時～午後３時まで
　◆　１０月４日（火）　　小島支所　　午後１時～午後３時まで
　◆　１０月５日（水）　　大沢支所　　午後１時～午後３時まで

� �

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�����
字神山　� チドリ（７０）

字江良　�橋　貞夫（７２）

字江良　中江　壽昭（６２）

字茂草　�藤　フサ（７４）

字札前　田畑　勝 （７４）

字館浜　住吉　　勝（６３）

字博多　木田　英夫（７５）

字松城　工藤　宏 （７９）

字月島　田村　勝之（６０）

字大沢　南谷三智雄（７２）

字荒谷　奥 　玲子（８４）

『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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（　）内は前月との比較増減 
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